
令和3年度

横手市地域リハビリテーション

活動支援事業活動報告

雄物川クリニック 鈴木史子

演題発表に関連し、開示すべきCOI関係にある企業などはありません。



令和3年度の横手市地域リハビリテーション活動支援事業に協力した

高齢ふれあい課、地域包括支援センター、リハビリテーション事業所と

協力して事業を進めている

事業の方針、事業依頼の窓口といった連絡調整、講義内容の検討・作成、

講義の進行方法、活動の様子など現在までの経過を報告する

事業継続にむけた課題や対策、次年度の活動課題を報告する

はじめに



地域リハビリテーション活動支援事業が始まるまで

横手市の地域リハビリテーション活動支援事業

健康の駅の活動報告

いきいきサロンの活動報告

今後の課題

本日の
報告内容



○介護保険料：6,257円

（第8期基準月額）

○高齢者独居率：約15％

○高齢者のみの世帯率：

約30％

○進学や就職を機に若年層

が流出し、出生率の低下と

相まって

人口減少が進行している

横手市の概要 令和3年11月末現在

横手市の人口:85,999人○面 積：692.80km2

○日常生活圏域：3圏域

○平成17年10月に1市5町

2村が合併し誕生

世帯数：34,104世帯

要介護：7,075人
（65歳以上20.6％）

要支援：1,168人
（3.4％）

高齢者数：33,684人
高齢化率：39.17％



高齢者関連事業の相談体制

・高齢ふれあい課

・７地域局市民サービス課

（高齢ふれあい課のブランチ機能）

・地域包括支援センター

直営３箇所（東部・南部・西部）

・在宅介護支援センター 委託１０箇所

（地域包括支援センターのブランチ機能）



地域リハビリテーション活動支援事業への参加経緯

H27年
3士会連携会議→

秋田県
リハビリテーション

専門職協議会

南部ブロック長と
横手地区長

高齢ふれあい課と
地域包括支援センター

へ挨拶に

H29年

高齢ふれあい課より
地域リハ事業への

協力依頼

市立大森病院

市立横手病院
『出前健康講座』

R2年
サロン等の拡大

雄物川クリニック
りんごの里

個別に対応



横手市の地域リハビリテーション活動支援事業

地域の通いの場
での

健康づくり活動の助言

１ ２

専門職不在の

介護サービス事業所職員

への支援



地域リハビリテーション活動支援事業

R2年度

5事業所リハ職と
関係者で協議

健康の駅３ヶ所
いきいきサロン２ヶ所

実施

R4年度
健康の駅7カ所

いきいきサロン3カ所
実施予定

必要に応じて
短期集中事業へ

R3年度
健康の駅８カ所

いきいきサロン７カ所
実施

効果検証
介護予防強化



事業開始にむけて行政と決めたこと

委託内容

年3回/1事業

上限2時間/1回

2,000円/20分

行政・包括

サロン等
との連絡

資料
印刷・配布

リハ事業所

受付窓口

講義資料
作成



令和3年度の健康の駅の活動内容

回数

年3回

/1駅

小規模駅

開催

健康の駅よこてとは？

「健康をテーマにした交流拠点」

大規模駅3ヵ所
中規模駅22ヵ所
小規模駅65ヵ所

市民の健康作りをサポート

※PTが担当したので簡単に



令和3年度のいきいきサロンの活動内容

独自のソフトで、

大腿骨頸部骨折リスク

骨粗鬆症リスクの算出

    横手市市民福祉部高齢ふれあい課：35-2134

    東部地域包括支援センター：35-2160

    西部地域包括支援センター：35-2135

    南部地域包括支援センター：35-2177

横手市地域リハビリテーション活動支援事業

いきいきサロンリハビリ講座

転倒予防教室

地域の理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が

講師を務めさせていただきます。

転倒を予防し、元気に生活する

ために、体の状況をチェックした

り、転びにくい体作りや環境作り

について紹介します。

骨教室

最近背中が曲がってきていませ

んか？骨粗鬆症と骨折の予防

の紹介です。

頭と体の健康講座

お口とのどの健康講座

腰・膝の痛みと生活

いきいき脳トレ教室

生活不活発病（動かないことで

機能低下すること）を予防し、健

康を維持するためのポイントを

紹介します。

「身体の衰えは足腰から」とい

います。その痛みの対策と、日常

生活で気を付けるポイントを紹

介します。

1 22

3 4

5 6
食事の時にムセると心配になりま

せんか？言語聴覚士が美味しく食

事を続けるためのポイントや体操

を紹介します。

お申込み・お問い合わせは

脳の健康を保ち、自分らしく生き

るための生活の工夫や、脳を活

性化させる楽しみながらできる

トレーニングを紹介します。

回数

年3回

/1サロン

製薬会社

の協力

Power

Point

使用



いきいきサロンの進行 時間設定
1時間～１時間半

講義
15分～20分

病気や症状等の説明

運動
30分～40分

体操・テスト等

相談
10分

生活の工夫、紹介

まとめ
5分



講座の内容 ①転倒予防教室



講座の内容 ④腰・膝の痛みと生活



講座の内容 ⑤いきいき脳トレ教室



令和3年度の活動実績

雄物川CL

新町（平鹿）

①転倒予防教室
③頭と体の健康講座
④腰・膝の痛みと生活

雄物川CL

たかばたけ（平鹿）

④腰・膝の痛みと生活
⑤いきいき脳トレ教室
②骨教室

雄物川CL

宿館（平鹿）

①転倒予防教室
④腰・膝の痛みと生活
⑤いきいき脳トレ教室

雄物川CL

東里（雄物川）

①転倒予防教室
⑤いきいき脳トレ教室
⑥お口と喉の健康講座

雄物川CL

大屋新町（横手）

①転倒予防教室
④腰・膝の痛みと生活
⑥お口と喉の健康講座

大森病院

おもいやり（大雄）

いきいきサロン

①転倒予防教室
④腰・膝の痛みと生活
⑤いきいき脳トレ教室

まっこいしゃ

金沢（横手）

①転倒予防教室
④腰・膝の痛みと生活
⑥お口と喉の健康講座
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講座別回数＊7カ所 合計21回の講義数



脳トレ
体操

サロンの様子

疾患
病気のサイン

講義

チェックリスト

体力テスト

“次はこうしよう！

“こうやってみれ？

“たまには

勉強もいいもんだな



令和4年度のいきいきサロン活動計画案

市内３ヵ所

いきいき
サロン

資料共有
なじみ

の

関係

参加者で

行える

テスト

情報提供



事業を継続していくための課題

多職種
での
関わり

資料
作り

行政の

求める
もの

時間
調整

持続可能

な
通いの場



ご清聴ありがとうございました


